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タンクローリー
による配送

配送

医療用酸素製造 患者医療機関医療用酸素充填工場

酸素プラント（(深冷分離装置）

大型断熱液化ガス貯槽 定置式液化酸素貯槽（ＣＥ）
日本薬局方外液化酸素

配送

携帯型在宅液化酸素装置

小型ボンベ（150Ｌ～600Ｌ)への充填

在宅酸素の携帯用容器
日本薬局方酸素の製造

設置型在宅液化酸素装置
日本薬局方外液化酸素の製造

酸素濃縮器による酸素供給

在宅酸素患者への酸素供給

在宅患者

設置型在宅液化酸素装置

患者が移充填

携帯用酸素ボンベ

医療機関
患者に対する指導管理

定置式液化酸素貯槽(ＣＥ)

容器置場

フロート式酸素湿潤器

医療ガス配管

可搬式液体酸素容器（ＬＧＣ）
日本薬局方外液化酸素の製造

ＣＥ用酸素供給装置
蒸発設備・減圧設備

標準ボンベ（7000Ｌ)への充填

日本薬局方酸素の製造

医療ガス･アウトレット
手術室

患者

ＬＧＣ用酸素供給装置
自動切替・蒸発設備・減圧設備

ボンベ用酸素供給装置
自動切替・減圧設備

タンクローリー
による配送

特装車両による
配送注記：一般的に医療用酸素は、窒素及び

アルゴン等と同時生産される。

タンクローリー
による配送

緊急用バックアップ
供給ボンベ

医療用酸素の物理的性質
・融点 ： －２１８．８℃
・沸点 ： －１８３．０℃
・臨界温度： －１１８．８℃
・臨界圧力： ５．０５ＭＰａ
・臨界密度： ０．４３６kg/Ｌ
・比重： １．１１（空気=１）
・液密度：１．１４kg/Ｌ（沸点）

小型ボンベ（500Ｌ、1500L)への充填

日本薬局方酸素の製造

小型ボンベへの充填
日本薬局方酸素の製造

（小分け）

医療ガス・アウトレット
病室

医療ガス・アウトレット
ＩＣＵ・ＣＣＵ

容器置場

容器置場

患者

患者
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医療用酸素の比率

全酸素の生産量：１６９千万m3/年（１９９９年実績）
医療用酸素： １１千万ｍ3/年


